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1．は じめに

　2009年 に 開始 した 「業界要望 に よ る 共同研究」に つ い て

は，業界関係者 の 皆様の ご協力 を得 て，順調 に その 件数 を

増 や して きて お り，終了 した もの ，実施 中 の もの を合 わせ

る と 100 件を大 きく超えて い る。2011 年 中 に は，23 件 の

共 同研究が終了 し，終 了 した もの は 累計 で 30件 と な っ て

い る。

2．2011 年に終了 した共同研究

　2011 年中 に 終了 した 共同研究の うち，い くつ か の 案件の

概略 を以 下 に 紹介す る。な お，全 て の 研 究 に お い て 本 会 も

共同研究者 と して 参画 して い る が，こ こ で は そ の 表記 を省

略 して い る。また，社名 に つ い て は研 究当時の もの とな っ

て い る こ と に ご 留意い た だ きた い 。

1）船舶 に お ける 資源循環型技術 に 関 す る 調査研究

く共 同研究者 （順不 同） 〉

一財 団 法人 日本 船舶技術 研 究 協会

一社 団 法人 目本 中小型造船工 業会

一三 菱重工 業株式会社

一シ ッ プパ ートナ
ーズ株 式 会 社

〈 研 究 期 間 ＞

　2009年 12月 〜2011年 2月

く 概要 〉

　本 研 究 は ，実船 を対象 に，船舶の 構造お よ び機器 に 使用

され て い る有害物質お よ び レ ア メ タ ル 等有効資源 の 所在お

よ び量 を詳細 に調査 し，船舶か ら 回収で きる資源 を最大限

有効 に 循環 させ る た め の 方策 を検討 す る こ とを 目的 に 次 の

3 点 を実施 した 。

■ 実船 （新 船 1隻お よび現 存船 2隻）を対象 と した物質 ・

　 材料 リス トの 作成

■ 船舶搭載機器 等へ の 有効資源使用状況調査

■　日本籍船お よび外国用船全体の 有効資源概算量の 試算

なお，日本海事協会会誌第 269 号 ［2011年 （皿 ）］に て 本研究

の 成果 を詳述 して い る の で
， 参照 の こ と。

2）バ ラ ス ト水処理 装置 を就航船 へ 設備す る た め の 調査 研

究

く 共 同 研 究 者 （順 不 同） 〉

一社 団法人 日本 中小 型造 船工 業会

・同 工業会加盟 12社

く 研 究 期 間 ＞

　2010 年5 月 〜2011年 5 月

〈 概要 〉

　就航船の 図面 を使 っ て バ ラ ス ト水処理装置 を設備す る 試

設計 を行い ，設備設計上 の 問題 点 を抽 出す る と同時 に 問題

解決の た め の 検討 を行い ，実際の 設備設計の ため の パ ン フ

レ ッ トを作成 した 。

3）Coating　Technical　File（CTF ）シ ス テ ム の ク ラ ウ ド化 に

よ る 情 報管理 機能 の 強化

く共 同研 究者 σr「fi不 同 ）〉

一財団法人 日本船舶技術研究協会

一川 崎重 工 業株式会社

一今治造船株式会社

一三 菱重 工 業株式会社

一；‘ 井 造 船 株式会 社

一内 海造 船 株式会 社

一麻生 セ ン トラル 株式会社

く 研 究期 間 ＞

　 2011年 12月 〜2011 年 6 月

〈 概要 ＞

　 2010 年度 に 開発 し た CTF 作成支援 シ ス テ ム を発 展 させ

る と共 に 検査 時 に お ける 負担 の 軽減 を 図る た め に ク ラ ウ ド

型 シ ス テ ム の 開発 を行 い ，ユ ーザ ーか らの 要 望 に 応 え て

様 々 な機 能 の 追 加 を行 っ た。

覊 P・im・Ship・CTF
　 　 　 　 　 for　pspc

図 1　 開発 した シス テ ム の 画 面

4）NGH 輸送 船　緊急時船内ガ ス 化 の 研究

〈 共 同研 究者 （順 不 同 ） 〉

一三 井造船株式会社
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＜ 概 要 ＞

　 NGH 輸 送 船 の 開発 にお い て ，オ ペ レ ーシ ョ ン コ ス ト及

び 二 酸化炭素削減を考慮 し海水 の 熱交換 を削提 と して ， 循

環水の オーバ ー
フ ロ

ーが な く，安定 した ガス 化 を行 う安全

性 E問題 の ない 緊急時船内 ガス 化 シ ス テ ム の 構築 を 目 的に

研究 を実施 した 。

5）洋 ．ヒ風力発電用 TLP 型 浮体の 開発

く 共 同研 究 者 （順 不 同） 〉

一国立 大学法 人東京大学

一三 井造船株式会社

一東京電力株式会社

〈 研 究期 間 ＞

　 2010年 4 月 〜2011 年 6 月

く 概要 ＞

　TLP （Tension　Leg 　Platform〕型 浮 体 は，
一

般 に 動揺 振

幅 が 小 さ く，風 車 に 与え る 浮 体動揺 の 影響が 少 な い た め ，

陸上 と大 きく変 わ らな い 動作環 境 にて風 車 を搭載 で きる と

考 え ら れ て い る 。本 研 究 で は ，5MW の 洋 上 風 力 発 電 用

TLP 型浮体 を提案 し，提案浮 体 の 波浪中動揺特性等 に 関 す

る 検討 を行 っ た。

6）国 際旅客 ク ル
ーズ船 の イ ン ベ ン ト リ調 査

〈 共 1司研究 者 （順 不 同 ） 〉

一財 団法 人 日本船 舶 技術耕 究協 会

一郵船 クル
ーズ株式会社

一日本 ク ル
ーズ客船株式会社

〈 研究期間 ＞

　 2010年 12 月 〜2011年 9 月

く 概要 〉

　
．一
般商船 に は な い ，大規模 ホ テ ル 施設，Laundry ，劇場

等 の 施 設 を有 す る 大 型旅 客 船 の イ ン ベ ン トリ　（IHM ） を作

成す る事 に よ り，そ の 調査技術 ・手順を調査 し，イ ン ベ ン

トリ　〔IHM ）作成 プ ロ セ ス に お ける 検査方法 を確立 し た。

7）混気 ジ ェ ッ トブ ラ ス ト技術 の 修繕船 へ の 適用 に 係 る耕

究 開発

く 共同研究 者 Ur「頁不同） 〉

一財団法人 凵本船舶技術研究協会

一株式会 社 ア イ ・
エ イ チ ・

ア イ　 ア ム テ ッ ク

ーシ ブ ヤ マ シ ナ リ
ー

株 式 会 社

一中 国 塗料株式会社

一内海造船株式会社

一三 上 船舶T．業株式会社

く 研究期 間＞

　 2010 年 11月 一2011年 10 月

く 概要 〉

　 新 造 船 の バ ラ ス トタ ン ク の 下 地 処 理 用 に 開発 した混気 ジ

ェ ッ トブ ラス ト装 置 は，環境 にや さ しい 技術 で あ り，修繕

船等，他分 野 へ の 適川 の 可 能性 が あ る こ とが 明 らか に な っ

た 。そ こ で 本研 究で は，環境負荷 を抑 えた屋 外 で の 修 繕 船

作 業 を可 能 とす るた め に，修 繕 船 に適川 口∫能 な混気 ジ ェ ッ

トブ ラ ス ト技 術 の 確 立 を 目指 した 開発 を行 っ た 。

図 2　開 発 した装置 の 実証 試験の様子

8） CFD を用 い た 載貨状 態 と抵 抗 性 能 の 関連 調 査 及 び 満 載

状 態 の 白航件 能推定法 の 研 究

く 共 同研 究者 （順 不 同） 〉

一株式会社 名 村 造 船所

一今治造船株式会社

一株式会社大島造船所

一尾 道造 船株式会社

一佐匿保重 工 業株式会社

一株式会社サ ノ ヤ ス
・

ヒ シ ノ 明昌

一株式会社新来島どっ く

一ツ ネイ シ ホ ール デ ィ ン グ株式会社

一内海造船株式会社

一函館 どっ く株式会社

一財 団法入 凵木船舶技術研 究協会

一財団法人 日本造船技術 セ ン タ
ー

一独立 行政 法 人海上 技術安全 研究所

く研 究期 間 ＞

　2009年 9 月 〜　2011 年 10月

〈 概要＞

　 CFD に よる 満載状態 に お ける 自航計算方法 を提案す る

とと もに
，

こ の 自航計算方法 の 妥当性 を水槽試験結果 と比

較す る こ とで 確認 した 。

9）耐熱無線通信 タ グ を用い た現場物流管理 に 関する研究

く 共 同研 究 者 （順 不 同） 〉

一株式 会 社 新 来 島 ど っ く

く 研究期間＞

　 2011年 4 月 〜2011 年 11月

〈 概要〉

　 船舶 の 建造現場へ 適用 口∫能な耐 久性 の 高 い 実用 的な

RFID を開発 し，建造現場で の 作業性 と効率 を考慮 し た現

場物流 管理 の 手法 を提案 した 。

　 なお，日本海事協会会誌第 270 号［2011年 （N ）］に て 本研

究 の 成 果 を詳述 して い る の で，参照 の こ と。
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　　　 図 3 耐熱無線通 信 タ グ

10）NAPA 上 で の ア プ リケーシ ョ ン 開発 に つ い て の 調査 研

究 （そ の 2）

〈 共同研究者 （順 不同） 〉

一社 団 法人 日本 造 船工 業会

一株 式 会 社 アイ ・エ イ チ ・ア イ　 マ リ ン ユ ナ イテ ッ ド

ー今治造船株式会社

一尾 道造船株式会社

一川 崎 重工 業株式会社

一株式会社 サ ノ ヤ ス ・ヒ シ ノ 明昌

一株式会社新来島 ど っ く

一住友童機械マ リ ン エ ン ジ ニ ア リ ン グ株式会 社

一常石造 船株式会社

一内海造船株式会社

一株 式 会社 名村 造 船 所

一三井 造船 株 式 会社

〈研究期 間 ＞

　2011年 7 月 〜2011年 12月

く 概要＞

　Napa 社 （フ ィ ン ラ ン ド）製の 設計用船 舶性能刮算 ソ フ ト

ウエ ア で あ る NAPA シ ス テ ム をカ ス タマ イズ し，各社 の 造

船設計者 が性 能計算等の 基本 設 計業務改善及び 円滑化推進

の た め に 開発 を切 望 して い る 機能 を付加す る こ とで
， 実務

作業 を効率良く実施可 能とす る ア プリ ケ
ー

シ ョ ン ッ
ー

ル が

作成 され た。

3．成 果の 公表 に つ い て

業界 要望 に よる 共 同研 究 の 成 果公 表方 法 につ い て は，以 下

の 3 項 目を採用 し，そ の 成果 の 公表 に 努め て い る 。

　  成 果報告会に よ る 報告

　  ホ
ー

ム ペ
ー

ジ へ の 報告書掲載

　  凵本海事協会会誌へ の 記事掲載

3．t　 成果報告会に よ る報告

　業界要望 に よ る 共 同研究 の 成 果 を報告 す る た め に，2011

年 は成 果報告会 を 4 回 開催 した。

1） シ ッ プ リサ イク ル マ ネジメ ン トシ ス テ ム 完成報告会

　　　一開催月 ：4 月

　　　一開催場所 ： 東京，今治

2）PrimeShip−CヱF ク ラ ウ ドシス テ ム 完成 報告会

　　　一開催 月 ：7 月

　　　一開催 場 所 ： 東京，広 島，福 岡，今 治

3） 第 2回 洋上 風 力発電 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ

　　　ー開催月 ：10月

　　　一開催場 所 ： 東京

4）就航船 へ の バ ラ ス ト水処理 装置の 搭載 に 関す る 技術 セ

ミナ
ー

　　　一開催月 ：12月

　　　一開催場所 ： 東京，福岡

　（注）バ ラス ト水処 理装 置 メーカ
ー

に よる相 談 会 を併設

図 4　成 果 報告会 の様子

図 5　 バ ラ ス ト水処 理 装置　 相 談 会

3．2　ホ
ー

ム ペ
ー

ジへ の 報告書掲載

　研 究 開 発 推 進 室の ホ
ー

ム ペ ー
ジ を立 ち上 げ ， 研 究成果 の

概要及 び報告書 を掲載 して い る 。 先 に 紹介 した 2011 年 に

終了 し た共同研究の 成果 も随時掲載す る 予定で あ る。

＜ 研究開発推 進 室 ホーム ペ ージ ＞ http：／／classnk −rd．com
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る サイトです．

爼

図 6　ホ ーム ペ ージ トッ プ画 面

3．3　日本海事協会会誌 へ の 記事掲載

　2011 年度 は研 究 成 果 を紹介する 記事を 3件掲載 した 。

  　 「船舶の リサ イ クル に関 す る調 査研 究」　 【2011 （皿）

　　No ．296】

  「NAPA を用 い た ア プ リ ケ
ー

シ ョ ン 開発」【2011 （HI）

　　No ．296】

  　　「耐 熱 無線通 信 タ グ （亜 鉛 溶融 め っ き適 用可） に 関す

　　る研 究 」　 【2011 （IV） No ．297】

4．お わ りに

　 本 会 は，研 究 開発推進 事業 を通 じて，海事 ク ラ ス タ
ー

に

お け る技術革新の 起爆剤 に な る こ とを 目指 して お り，そ の

根幹で あ る 「業界要望 に よ る共 同研 究」を着実 に 実 施 して

い きた い と考えて い る．

　今後 は 得 られ た研 究成果 の 公表 ・普及に も力 を注い で い

きた い と考えて お り，成果 報告会の 実施 な ど を通 じて 積 極

的 に発信 して い く所存 で ある。
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